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1．は じ め に

　｛1｝ 研 究の背景 と 目的

　 緊 急対 応 マ ニ ュ ア ル の 基 本 は、大規 模 地 震 や 風 水 害．
予期せ ぬ テ ロ などの あ らゆる 災害 に対 して 、い か に被害

を最 小 限 に 抑 え る 措 置 や 行 動 を迅 速 に 執 る か に 関す る 対

策で あ る。

　今の 都市環境 は、一旦 大き な ダメージ を受 け る と再 起

困難 とな る ほ ど大規 模災害 発生 の 要因や 可能性 を保 っ て

い るた め．様 々 な被 災 を 抑 え る た め に は 予防措置 を講 じ

る と とも に ，災害．事件、事故等 の 発 生時 に、被 害 を最

小限 に 止 め る 実践的な 危機管理体制や 緊急対応マ ニ ュ ア

ル が 不 可 欠 で あ る。そ の た め 各 自 治体 で は、災 害 発 生 の

理 論 ・
原因な どを 記 した うえ．災害 の 発生や拡大を未然

に 防 ぐ方法 （災 害 予 防 ）、災 害 時 に 発生 した不 具合 に対

処す る 方法 （応急対 応 ）、災害後 の 問題 を解決 し 日常状

態 に 戻す方法 （復旧 ・復興 ） へ の 検討に時 間 を投資し．
緊 急対応用 防災 マ ニ ュ ア ル を作 っ て い る。
　 しか し．マ ニ ュ ア ル と は作 っ た安心 感 だ けの もの で は

な く．実用 可 能性 ・応急 対 応性 ・迅速的 確 性 が 求 め られ

る 。 米国 2001年 9月 11日朝、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク ・WTOピル

崩壊災害の 緊急対応で 分かるように．災害現場で の 活動

は、迅速かっ 的確に
一

元 的な 情報の 収集と 判断 が 極め て

重要 で あ り、現 場 で の 応 急対応 を 支援す る行政
・
団体の

的 確 か つ 迅 速 な情報の 共有 と 提供が 重 要 で あ る こ と が 明

らか に な っ た。
　 また、川 崎 ら

1，
の 研究で は 緊急 対応 時の 要求 され る も

の と して 曜 C崩壊災害の 事例 を 通 して．救助
・
救援活動

や 業務 ・指令綿で の 迅速な対応に 、GIS ベ ース マ ッ プを

重 ね あわ せ る 簡 易 な シ ス テ ム の 活 用 が 災 害 対応 に有 効で

あ っ た こ とや 救助 ・救援に 向か うまで の 判断時 間 を 短 縮

させ た こ とを 取 り上 げ、応急対応や業務 ・指令 部 の 迅 速

か つ 的確 な 判 断 支援で 空間デー
タの 活用 の 有効性を明確

に した 。日本で も阪 神 ・淡路 大震 災 か ら得た 教訓で は，
初動 期に お け る情報の 収集 ・伝達 と 初動応急対応が円 滑

に 行え なか っ た た め、現 場で は迅 速 かつ 適切 な 判断の 遅

れ に よ る 応急 対応の ミ ス が 発生 し、さ ら に 行政側 で は 的

確な情報提供 な どの 欠 如 な どの 問 題 点 が 生 じた。
　そ の 教訓 か ら  災 害直後 の 迅 速 か つ 的 確 な 状 況判断

の 重 要性、  時間 ・空間認識 に お ける 迅 速な 意 思 決 定

の 必 要性、  円 滑 な 業 務の た め の 横 断 的な 情報 の 共有

の 重要性などが挙げ られ た Z）。

　こ れ らの こ とか ら 日本に 適 し たど の よ うな危機 に 対 し

て も効果 的 な 危機対 応 が可 能 な 計画が 至急必要で あり、
自然 ・人工 など多様な リス ク に対応可 能な 「生 きた 緊急

対応マ ニ ュ アル と 口 本社会 に適 した一
元的災害対 応マ ネ

ジ メ ン ト支援 シ ステ ム亅 構築が重要 で あ る と考 え られ る
3，

0

　本研究で は、既存 の 時系列だけに 対応 して き た 業務 体

制や 応急 行 動 の シ ナ リオ に、GIS （地理情報 シ ス テ ム 》

を搭載 した空 間 的な応急 対 応 が 可 能 な シ ス テ ム を考案 し、
災害時 に お け る複合 ・多様な 応急状況 に対 して、時間 ・

空開的 に対応可 能なシ ス テ ム の た め の 危機管理 対 応 GIS
の 構築を行 う。

　危 機 管理 対 応 GIS とは 、従 来 の GlS と 異な り、  都

市広域で の 人工 災害や 巨大地 震 な どの 自然 災害、同峙多

発 テ ロ な どの 予想 外 の 危 機 、複 合的 に 発生 可 能な 災害要

因な どの マ ル チ ハ ザードに 対応可 能 な 汎 用 性 　  迅 速
か つ 的 確な 業務支援と現場で の 応急対応が リア ル タ イ ム

で マ ネジ メ ン トが で き る 即 時性   時 系 列 な 業務 マ ニ

ュ ア ル の 上、空間的な要素を加 え、危機管理 担 当者へ の

的確で 意 思 決 定 が 可 能 とす る 明確 性、な ど の 特性を 持っ

た シス テ ム構築で ある。
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　　（2） 研究の 流れと位置づけ

　　災害発 生後、緊急対応 にお い て 行政や 現 場で の 各組織

　が 行 う活 動 を効果的に進 め るた め には、普段か ら応急 対

　応に 応じる 行 動 の シ ナ リオや的確な判断ができ る ような

　訓練が必要で ある。しか し、災害 時 に は 臨機応 変 な 対応

　が求 め られ る ため 、普段か らの 訓 練 に加 え、緊急時の 判

　断で は何 よ り的確か つ 迅 速な判 断 を可 能 とする 支援 が極
　 めて 重要で あ る。

　　田 口 ら 4⊃ の 研究で は、地 域防災計 画 に 規定された業 務

　フ ロ ーの 分析を行 い 、災害対応業務 を 情 報収集 ・伝達

　 （lnformation） 、緊 急 輸送 な ど の 後 方 支 援 活 動

　 （Legistics）、災 害 現場で の 緊 急 業 務 （Operatien）の

　 3っ に分けて、フ ロ ーチ ャ
ー

トを用 い た 分析を 行 い 、緊

　急時 に支 援 す る べ き 行動 を 明 らか に し．災害に 的確に 対

　応する ため の 業務 を 時系列に分析す る 手法 を提 案 した。
　さ らに．岩佐 らは 5）

各対応フ ェ
ーズ にお いて、部分別 に

　それ ぞれ 優先に 行う べ き業 務 と対応活 動 を 1 ：災害直後

　
〜10時間、n ：10時間〜IOO時問、皿 ： ！OO時 間〜1000

　時間、IV ： IDOO時 間〜と 4 段階で 分類 し、時系 列 的な

　対 応 行動な を 整理 した。しか し、こ れ らの 研究は 応急対

　応に お い て 、時間軸だけを考 慮 した行動や措置 を ま とめ

　た もの で あ り、空間的な措置 と して の 「場」 を 捉え る 部
　分が 設計され て い な い S｝ 。

　　本報 では、危 機管理 対 応 GISと い う総合的な 意思決定

　支援 シ ス テ ム の な か で、現在 の 緊急 対 応 マ ニ ュ ア ル の 時

　系 列 的 な シ ナ リオ対 応方 式の 問題点 を分 析 した 上、GIS’
（地理情報 シ ス テ ム ） の 空間 デ

ー
タ の 連携性と 可能性 を

　明らか にする もの で あ る 。
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2 ．応急対応業務と空間情報連携可能性検討

　 横浜市保土 ヶ 谷区をケ
ー

ス ス タディ エ リア と して ．

　厂保 土 ヶ 谷区 防災 計爾亅
1， や 「横浜市 防災計画 」

B｝
の 応

急対 応業務をもとに、業 務対応と空間情報 の 連携性 に 関
して、連 携対応 マ トリ クス を構築した。

　図 2の 空間データ と 業務対 応 マ トリ ク ス に 示 され る よ
うに．保土ヶ 谷 区 の 震災に対 し、4応急 対応 業務は庶務班

｛19｝．情 報班 【9）、被 害 調 査 班 C4）、物資班 （4）、輸送班
〔3｝、拠点班   ．避難班 （4）、援護 班 （9）、医 療 調 整 班

“1｝、衛生班 ｛4）、ボ ラ ン テ ィ ア 班 ｛2）、証明班 〔3）と し

て，総 12個 の班 に編成され、69 種目 の 業務 体制を備 え
て い る。そ れ ぞれ の 班は 固有 な処理を要す る業務 が 存在
す る と と も に、テ キ ス トだ けで 判 断が 仕切れな い 複雑な
処理 を要する もの も多く行わ れて い る．また、時系 列 的

な 業務 フ ェ
ーズ にお い てそ の 活動がそ れぞれ 1 ：救助 ：

救助 ・救命期 （発災〜3 日） 、il： 応急 ： 応急 復 1日 期

　（4〜10日）、皿 ：復旧 ：復旧期 （11日以降）と分類さ

れて い る e

　災害にお いて 必要となる GIS空間デー
タ を把握 す る た

め に、横浜 市 D闘空間デ
ー

タtt　1）を も と にデ
ー

タの リス ト

を作成 した。空間デ
ー

タ は使 用 分野 と 目的 に応 じて 縮尺
が 異な る た め、本報 で は 、小 ： 1 ／ 2500、中 ： 1 ／
2500e，大 ： 1／ 亅ooeOOの ス ケ

ー
ル で 分類 した

9）
。

　横浜 全 域か らまず、本報の ケー
ス ス タデ ィ の エ リア で

あ る 保土 ヶ 谷 区 にお い て 活用 で き る空間デ
ー

タを整理 し

た結果、総 100の レイ ア を挙げられた。さ らに、挙げ ら
れ た データの 属性を検討 し、　「交通 系 （1］）丿 ． 「地域
分析 系 ｛9｝亅 、　「基盤系 ｛20）」 、　「施 設 ｛q4〕亅、　「港 湾
系 （6｝1 、　「自然災害ハ ザード｛10）」 とした 6 つ の カ テ
ゴ リ で 分類 を行 っ た p

　これ らは空間データ の属性 や ス ケ
ー

ルが応急業務に 対

応で き る 形 状 で あ り．応急業務 との 遮携性を明確に する

た め の もの で ある。こ の よ う に、そ れ ぞれ の 防 災 業務に

対応可能な 、空間的なデ
ー

タ との マ ッ チ ン グ ・マ トリク

ス の 構 築が 可能 と な っ たた め ．時 系列 的な 業 務 フ ロ ー
に

空間的な認 識 の 上 、応急対応が可 能で ある こ とが明 らか

にな っ た。

3 ．GIS 空間デー
タ マ トリク ス の 活用性

　本研 究 で 提案する GIS 空 間データマ トリクス は、マ イ
ク ロ ソ フ ト社 の エ ク セ ル を 活用 して、時系列 な 業務対 応
フ ェ

ーズ に お い て ．テ キ ス トベー
ス の 業務マ ニ ュ ア ル に、

空間認知要 素と対 応可 能 な空間情報 との マ ッ チ ン グ手 法

で、必 要な OISデー
タを整理 する こ とが で きる。

　横軸で は 時 系 列 （1 ： 救助、ll：応急、皿 ：復 旧｝な業
務フ ェ

ー
ズで ．業務内容 を防災業務マ ニ ュ ア ル に 基づ き

災 害 時 捉 え る べ き行動 を整理 した 。 次 に 空間 デー
タの 連

携可 能 性 を記号 （◎、O 、／） を用 い て、必要 度 に応 じ

て チ ェ ッ ク で き る よ う に した。縦軸は 空間 データで 捉 え

る 対応業務を 分 け、対応可 能な デ
ー

タ を ス ケー
ル で 分け、

対 策
・
業務関係 ・都市基盤要素 対策の 3つ の カテ ゴ リで

分類を行 っ た。

　ま た、空間デ
ー

タを 利 用 し．描画可能なデ
ー

タの 形 状
を ポ リゴ ン．ラ イン ．ポ イ ン トと し、業務との 対応に 関
して は．記号 （◎、O 、な し） の 付け方によ っ て 、予 め

用 意す る空 間データの 優先順位 を 示 した。

図 1 研 究全体の フ ロ
ー

と本報の 位 置づけ
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定縦凡例 ：マ ト1丿クスで捉える記号や関係
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　マ トリクス の 読み方で は、業務と対応可能な空間 デー

を ミ ク ロ な ス ケール で の 都市基盤要素 と連携性を考慮し、
そ の 重 要 度 に応 じで 、マ

ー
ク して い く。図 2で 示 される

よ うに、庶民班 の職員の 安全管理と安保確認 な どは 空間

デートは関連性 は低い が、区本部 の 設置や命令伝達警戒

域設定な どに 関 して は 「場 所」 を 特定 して業務内容を把

握する必要が あり、空間情報との 連携が 極めて 重要で あ

る。被害 調査 班 、物質班、輸送 班 な ど は空間デ
ー

タとの

蓮携が 必 要で ある こ とが 分か る。

　また、業務内容 に応 じ、対応で き た空 間データ を重要

度 こ と に結 ぶ こ ち に よ り、GISデータと して 予め、レ イ

ヤ
ー

グル
ー

プIS　！） と して 用 意 して お くと迅速な シ ス テ ム

活用に 有効 で ある と考え られ る。
　縦 軸の データ と業務 内容 と の 関係で も空間 データの 必

要性の 程度の 把握が可 能 とな りデー
タの 必要順位の レベ

ル で 空 間データ と して 常 に 用 意す るデータ と今後 も新 し

い情報データ の 更新が 要す るデー
タの 判断の 基準 と して

も話用 で きる。実際 に、交通 シス テム カ テゴ リの 空間デ
ー

タは、業務の すべ て の 班 にあ た り欠 か せ な い デ
ータ で

ある こ とで、日頃か ら精度が高い データ の構築や 最新デ
ータ で の 更 新 が要 す る もの で あ る こ とが 分か る。
　 また、マ トリク ス は エ ク セ ル を べ 一

ス して い る こ とに

より．業務 との 対応判断 にあた り簡単 に表示 がで き、さ

らに、関連付け られ た 記 号 に コ メ ン ト挿入機能 を用 い、
問題点と改善すべ き もの を記録する こ とに よ り，業 務 に

応 じる 空 間 データ の 必 要要素 や 空間データ を対応する た

め の必要 な詳細な行動 の 内容の 設 定な どが で き る こ とで 、
結果的に マ トリク ス の 正 確な作成に よ り、詳細 な 業務内

容の 整理を 可能 とす る と と もに 災害時必要な災害デ
ー

タ

の 設定 と防災デー
タベ ー

ス 構築 に有効で あ る 。

4 ．まとめ と今後の課題

　本研 究で は 、時系列 な 業務防災マ ニ ュ ア ル の 行動 フ ェ

ーズに、空 間的要素 を取 り込む ため の リ ソー
ス の 提示や

業 務 対 応 行動 と GIS 空 間 デ
ー

タ 間 の 連 携性 を 判 読 で き る

マ トリク ス チ ャ
ート手法を提案 した。

そ の 結果、  時系列 フ ェ
ーズの 緊急対応マ ニ ュ アル

の 空問的な 要棄の 欠 如 と問題点 を 明確 に した e   業務

に対 応 可 能な GISデータ を交 通 系 ・地域 分 析系 ・基盤

系 ・施設 系
・
港 湾 系

・
自然災害ハ ザ

ードの 6 つ の カテ ゴ

リ分類 す る 空 間データ の 整理 を行 っ た。  業務 フ ェ
ー

ズによ っ て 必要 な空間データ をマ トリク ス 手法を通 じて

業務と空間データ 間の マ ッ チ ン グ を 行 う こ とに よ っ て 業

務 フ 囗 一で の 空 間 データの 重要 性 を 明 確 した。  マ ト

リクス の 体系的な理解上、正確なマ トリクス を作成する

こ とに よ っ て 今 後 応急対 応 用 シ ス テ ム 構築に あた り．応

急 対 応に 適す る 災害デ
ー

タベ
ー

ス の 構築が可能 と な っ た。

最終的に は、どの よ うな規模の 災 害 に 対 して どの よ うな

対策 を と り、どの よ うな 効果 ・反 省点 ・教訓 が 得 られ た

の か を 知 る こ とで き、今 後 の 様 々 な 防 災対 策 を講 じる 上

で 非常 に 重 要 で ある 。
　 しか し，今 回 の マ トリ クス チ ャ

ートの 作 成 にお い て、

業務対応部分で は 自治体の業務分析 を基づき災害直後の

行 動 を示 した が 、空間 デ
ー

タの 分類 に 関 して は．災害時

に 必 要 とす るデータ に関す る先 行 文 献 が 少 な か っ た ため

主 観的な 判断基準が含まれ、今後 よ り客観的な判断基準

を考え る 必要が あ る。また 、マ トリ クス の 活 用 に あ た り．
業務マ ニ ュ ア ル と空 間データと の 連携可能性の 判断に 対

して は、誰 で も判 断 で き る も の で はな く、あ る程度の 空

問ス ケー
ル 感覚を持つ GIS使用 経験者が 作成した方が必

要 と され る。今後は こ れ らの 問題 点 を踏 まえ、行 政 担当

者 ・実務 者へ の ヒア リン グ調査 による 内容 の フ ィ
ードバ

ッ ク と業務対 応 そ れ ぞ れ の GISデータ の 利活用 可 能性 に

お い て、十分な信頼性あ る解析結果を 得た 上 で 、業務 利

用目的 に応じた災害空間データ を整理 し、データ ベ
ー

ス

の 構築 を行う。 さ らに 、災害デ
ー

タベ
ー

ス か ら災 害時 に

必要 と され る 空間データの レイヤ
ーを グルー

プ化 し、シ

ス テ ム の プロ トタイプの 設計まで 進めて い く。

補注

り　 DM 窒 問データ ； 建設省の 公共測量作業規定に 定 め られ て

　　 い る デ ジタル マ ッ ピン グ （bM）とい う．航空 写 真を 原図

　　 と してデ ジ タイ ズ して い く手法で 作成 され た GIS データ

　 　 で ある。
2）　 レイ ヤ

ーグル
ープ ：災 害 時 捉 え る 行 動 に必 要 な GIS デー

　 　 タの レイヤ
ー

を ArcGIS上で 整理 し．一
つ の グループに ま

　 　 とめ た も の。
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